
南大沢駅周辺地区の今後のまちづくりについて、
皆様の声をいただくお知らせの会

東京都
令和2年12月19日・22日
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1 まちづくり方針策定の背景と目的

◆背 景
○ 南大沢駅周辺は、多摩ニュータウン西部の拠点地区として商業施設、生活利便施設、

東京都立大学、図書館、映画館等が集積しており、今後は周辺では、南多摩尾根幹線や
リニア中央新幹線のインフラ整備が予定されています。

○ 一方、南大沢駅北側の都有地（三井アウトレットパーク多摩南大沢）の定期借地契約が
2025（令和7）年に終了し、都有地の今後の活用について検討すべき時期が来ています。

◆目 的
○ これらの状況を踏まえ、都では、南大沢駅周辺地区まちづくり方針の検討を進めています。

○ 都有地を含む南大沢駅周辺地区に期待する、施設の用途・機能や課題について、皆様か
らのご意見を聞かせていただき、今後の検討の参考とさせてください。

2020
（令和2）年

2021
（令和3）年

2022
（令和4）年

2023
（令和5）年

2024
（令和6）年

2025
（令和7）年

2026
（令和8）年以降

（参考）検討の進め方

まちづくり方針の検討 事業者公募準備
新たな事業者に
よる運用開始

事業者公募 計画策定

●まちづくり方針策定 ●事業者決定 ●都有地定借終了



２ 今後のスケジュール

2019（令和元）年
11月15日

第１回南大沢駅周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会
・意向調査の結果
・まちづくり方針の構成イメージ ほか

2020（令和2）年
2月10日

第２回南大沢駅周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会
・まちづくりの方向性 ほか

2021（令和3）年
冬頃

第３回南大沢駅周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会
・まちづくり方針（素案） ほか

2021（令和3）年
冬頃

パブリックコメント実施

2021（令和3）年
春頃

第４回南大沢駅周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会
・パブリックコメントの結果報告
・まちづくり方針（案） ほか

2021（令和3）年
春頃

「南大沢駅周辺地区まちづくり方針」策定・公表

※ 上記の後、2023年度（予定） 都有地の事業者公募を実施
2025年度 都有地の現在の定期借地期間終了
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対象範囲
都有地
東京都立大学

200 400ｍ10050300

○対象範囲
南大沢センター地区地区計画の区域と
都立大学を対象範囲とし、連携、関連す
る周辺住宅地を含む
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３ 対象範囲



４ 開発の経緯
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以下は、参考資料となります



５ 交通インフラ （1）南多摩尾根幹線整備

▶南多摩尾根幹線は、広域幹線道路として周辺都市を結ぶ骨格的な役割を持っている

▶東京都の「東京における都市計画道路の整備方針」（第四次事業化計画）にて、今後10年間

（2016（平成28）年度から2024（令和6）年度まで）で優先的に整備すべき路線（優先整備路線）
として位置づけられている 5

南多摩尾根幹線の整備が進むことで、東西方向のアクセスの強化が期待
される

南大沢駅

出典：南多摩尾根幹線の整備方針 (2019（令和元）年8月 東京都)より一部加工

都市計画変更
予定区間



５ 交通インフラ （2）リニア中央新幹線

出典：環境影響評価準備書（東京都）のあらまし(2013（平成25）年9月)より一部加工

南大沢駅

神奈川県駅（仮称）

▶ ３大都市圏が1時間圏内となり、一つの巨大都市圏を形成することにより、東京・名古屋・大阪
の各都市圏や国際空港への移動が飛躍的に容易になる

▶ 品川・名古屋間の開業は2027（令和9）年、大阪開業は2045（令和27）年
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出典：中央新幹線品川・名古屋間事前説明会（町田市）資料（2014（平成26）年11月 東海旅客鉄道株式会社）

リニア中央新幹線開業後は、南大沢駅から近い橋本に設置する「神奈川
県駅（仮称）」から品川、名古屋方面にアクセスが可能となる

品川駅

（東海旅客鉄道株式会社ホームページより）

※現在の想定 神奈川県駅（仮称）～品 川 約10分

～名古屋 約60分



出典：相模原市広域交流拠点整備計画まちづくり説明会資料(2016（平成28）年7月 相模原市)
およびパンフレット(2017（平成29）年2月 相模原市)より一部加工

橋本駅周辺地区
（約120ha）

６ 周辺の開発動向 橋本駅周辺地区の開発動向

▶橋本駅を中心とする橋本駅周辺地区（約120ha）では、今後、リニア中央新幹線により三大都市圏
が結ばれるとともに、JR・京王線や道路ネットワークによって各方面へのアクセスが可能になるこ
とから、「産業の活力と賑わいがあふれる交流拠点」をまちづくりのコンセプトとして掲げている

▶特に、駅南口周辺は、優先的に土地利用を図るエリアとして、2027（令和9）年のリニア中央新幹線
の開業を見据えたまちづくりを目指している
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将来イメージ

都市再生緊急整備地域
（約70ha）

2027年をめざし、優先的
に土地利用を図るエリア



７ 乗降客数と従業者数からみた駅前の拠点性
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■ 南大沢駅周辺主要町丁目の従業者数
の状況

2010（平成22）年と2014（平成26）年の従業者数は、駅
に隣接する南大沢１～５丁目では998人増加した。

これに対して、周辺町丁目ではいずれも減少している。
事務所が集約する傾向にあることが見られる。

なお、八王子市全体では、2014(平成26)年の従業者数
は約21.2万人。南大沢駅周辺の４つ丁目合計は16,000
人で八王子市の約7％を占める。

「経済センサスH22、H26」(民間従業者集計)より整理
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南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目南大沢１～５丁目
H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人H22年 9,653人
H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人H26年 10,651人

(+998人)(+998人)(+998人)(+998人)(+998人)(+998人)(+998人)(+998人)(+998人)

下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目下柚木１～３丁目
H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人H22年 1,230人
H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人H26年 1,205人

(-25人)(-25人)(-25人)(-25人)(-25人)(-25人)(-25人)(-25人)(-25人)

上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目上柚木１～３丁目
H22年 934人H22年 934人H22年 934人H22年 934人H22年 934人H22年 934人H22年 934人H22年 934人H22年 934人
H26年 820人H26年 820人H26年 820人H26年 820人H26年 820人H26年 820人H26年 820人H26年 820人H26年 820人

(-114人)(-114人)(-114人)(-114人)(-114人)(-114人)(-114人)(-114人)(-114人)
別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目別所１～２丁目
H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人H22年 3,460人
H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人H26年 3,328人

(-132人)(-132人)(-132人)(-132人)(-132人)(-132人)(-132人)(-132人)(-132人)
南大沢駅南大沢駅南大沢駅南大沢駅南大沢駅南大沢駅南大沢駅南大沢駅南大沢駅
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京王堀之内京王堀之内京王堀之内京王堀之内京王堀之内京王堀之内京王堀之内京王堀之内京王堀之内
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■ 南大沢駅乗降客数
の変動

2018(H30)年の南大沢駅の乗降
客数は6.43万人/日ある。多摩
ニュータウンを縦断する相模原
線では、ターミナル駅の橋本駅
(9.9万人)、多摩センター駅(9.0
万人)についで三番目に多い。

東京都統計年鑑、京王電鉄株式会
社の公表より整理

南
大
沢
駅
開
業

橋
本
駅
ま
で
延
伸

都
立
大
学
移
転

単位：万人/日 三井アウトレットパーク多摩南大沢が開業



８ 人口・居住者 （1）人口推移

人口は、1997年以降2019年までの間、概ね増加傾向にあるが、2013年
以降は減少している

出典：東京都の統計(各年度) 9

駅から概ね500m圏以内

：南大沢1～5丁目

駅から概ね500m～1Kの範囲内

：上柚木1～3丁目、下柚木1～3丁目、

別所1、2丁目

駅から概ね
500m以内

駅から概ね
500m～1k以内

駅から概ね
500m～1k以内

南大沢駅
●

人口推移



８ 人口・居住者 （2）人口の年令構成

▶ 南大沢駅周辺地区は、入居開始間もない２０年ほど前（1995（平成7）年）の時点では、若い世代や
子どもが多く、人口ピラミッドはツリガネ型であった（点線表示部）が、その後、時間の経過とともに
高齢化が進んでいる
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駅から概ね500m圏以内

（南大沢1～5丁目）
駅から概ね500m～1Kの範囲内

（上柚木1～3丁目、下柚木1～3丁目、別所1、2丁目）

人口データ：各年国勢調査

駅から概ね
500m以内

駅から概ね
500m～1k以内

駅から概ね
500m～1k以内

南大沢駅
●

南大沢駅前周辺では、多摩ニュータウンの他地区同様に高齢化が進行し

ている

1995

2015

（ ）

（ ）

1995

2015

（ ）

（ ）

1995

2015

（ ）

（ ）

1995

2015

（ ）

（ ）



９ 施設の立地状況 （1）商業施設

凡例
■ 2km圏内、売場面積が10,000㎡以上の店舗
● 2km圏内、売場面積が10,000㎡未満の店舗
■ 2km～5㎞圏内、売場面積10,000㎡以上の店舗
● 2km～5㎞圏内、売場面積10,000㎡未満の店舗
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南大沢駅周辺は、駅前をはじめ郊外などに多くの大型小売店が立地している
南大沢駅前にある三井アウトレットパーク多摩南大沢は広域からの独自の商
圏を形成し、一方イトーヨーカドーは駅周辺を商圏とし、２施設は共存している

出典：全国大型小売店総覧2019(週刊東洋経済)
2km1km500m0
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９ 施設の立地状況 （2）業務施設等

南大沢駅前やその周辺には、業務施設や研究所・研修所などの立地が
進んでいる

ケル

国際計測器

ＪＵＫ
Ｉミツミ電

機
朝日生命

ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰ
ｼｮﾝ

みずほ銀情
報ｾﾝﾀｰ

ＳＣＳ
Ｋ

野村総研
ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

都民銀
研修ｾﾝﾀｰ

KDDI

三菱自動車
ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ

三菱UFJ銀
ﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ 大和証券

研修ｾﾝﾀｰ

全労済
情報ｾﾝﾀｰスリーボンド

日本ﾊﾞﾙｶｰ工
業

ＪＡＦ中央
研修ｾﾝﾀｰ

営業所（ﾊﾞｽ、ﾀｸｼｰ、電話、ｶﾞｽ）

工場

ｻｰﾋﾞｽ施設（給食ｾﾝﾀｰ、ｺﾞﾐ焼却所）

事務所・事業所

物流（倉庫、引越ｾﾝﾀｰ、配送ｾﾝﾀｰ）

研究所

研修所

資料：「多摩ニュータウン開発事業誌」（UR都市機構）
資料編纂以降、近年立地した事業所については、以下の基準に基づいて把握した

多摩市、八王子市：企業誘致奨励条例の奨励企業等
稲城市：地図上から規模の大きい事業所を把握
町田市：敷地面積１ha以上の事業所を地図上から把握

H27年度 東京都調査結果に一部加筆

南大沢駅
●

大和ハウス工業

全薬工業
研究所（予定）



９ 施設の立地状況 （3）大学

南大沢駅前やその周辺には多くの大学が立地し、南大沢駅周辺では東京
都立大学、多摩美術大学、ヤマザキ学園大学などが立地している
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国土数値情報（平成25（2013）年度作成）、
各大学ホームページを基に東京都作成（平成28（2016）年現在）

桜美林大学桜美林大学

南大沢駅

多摩ニュータウン駅

橋本駅

多摩境駅

東京都立大学
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10 先端技術活用

スマート東京実施戦略より



以上を踏まえて、今後の南大沢駅周辺地区に期待
することについて、皆様の声をお聞かせください


